
脱「搾取・貧困」の	

『資本論』未来社会論	
今年７月の厚生労働省『国民基礎調査』によると、日本の相対的貧困率は先進国最悪	

日本の未来をご一緒に考えてみませんか？	

	

2023年10月8日（日）13:00～17:00	
zoom オンライン受講もできます	

お申込み後、講座の数日前までに zoom の招待状を送ります	

	

会場：エデュカス東京地下会議室		
						(全国教育文化会館	 東京都千代田区二番町 12-1)	
	

講師：宮川	 彰（首都大学東京	 名誉教授）	

	
主催：『資本論』講座東京協議会・Das	Kapital を読む会	

後援：埼玉『資本論』教室	

	
	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

申込先：shihonrontk2@gmail.com		

HP				https://sihonron-tokyo.net		

	

資料代：500 円（持参または振込）	

zoom	受講の方もご協力願います	 	

	

振込先：ゆうちょ銀行	

【店名】〇九八（読み	 ゼロキュウハチ）	

【店番】０９８	

【預金種目】普通預金	

【口座番号】1837898	

【口座名】東京資本論講座	

2023『資本論』 
特別講座第２回 

講師からのメッセージ	

	 働き方と暮らしのあらゆる分野で機能不全と閉塞・危機感がかつてないほど深まっていま

す。他方、AI ブーム再燃で近未来社会の議論は湧き立っています。AI ははたして打開の切り

札か、それとも大失業時代ののろしなのでしょうか。	

	 「搾取と貧困」の廃絶を洞察する『資本論』の未来社会論は、AI 時代にどのように描き込ま

れるでしょうか？「否定の弁証法」が見透すのは、生産力の発展とともに、土地ならびに生産

手段の共有・協業化という「資本主義時代の成果」に基づいた、真の「個人的所有」の再建、

“流した汗がホントに報われる分配”、の実現です。資本と土地の社会化が不可避となる道筋

を、解釈論争も手がかりにして精確・忠実に掘り起こします。	


